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少年少女に とっ て 文芸 とは何だ っ たの か

1900 〜 10 年代の 『日本少年』『少女の 友』投稿欄比 較か ら

今田絵里香 （京都大学）
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1．は じめに

　本報告は、1900〜10 年代の 『日本少年』『少女

の 友』投稿欄を比較し、中学校 ・高等女学校に進

学 した階層の男子／女子 に とっ て 、文芸作品を雑

誌に投稿するとい うこ とはどの よ うな意味があっ

たの か、またその意味は時代に よっ て どの よ うに

変遷 して い っ た の かを解き明かす もの である。

2 ．『日本少年』 と 『少女 の 友』

　1877年に創刊された作文投稿雑誌 『穎才新誌』

製 紙分社、1877年 3月 10 日〜1901・1902年 ？）

は、作文投稿熱を背景に し て、大きな人気を得て

いた。『穎才新誌』廃刊後、1900年前後に創刊さ

れ た複数の 少年少女雑誌が、作文投稿欄 を設 け、

引き続き投稿熱を煽 っ て い っ た。なかで も投稿欄

の充実を盛ん に宣伝し、講読数を飛躍的に伸ばし

て い っ た の が実業之 日木社の 少年少女雑誌 で あ

る。

　同社の少年雑誌 『日本少年』は 1906年 1 月に

創刊 される。 2年 後、1908年 2月に少女雑誌 『少

女の 友』が創刊 され る。どちらも読者の投稿に よ

る通信欄 ・文芸欄を設 け、 投稿少年／少女の 絶大

な支持を得て い た。たとえば、『凵本少年』1910

年 1 月号の作文投稿数は 2 万 19 通に上 っ た とい

われて い る。

　 とりわけ 1910 年代は 『日本少年』の 黄金 時代

にあたる。少年詩で
一

躍人気を博した有本芳水を

編集陣に迎 え入れ、先行雑誌『少年世界』（博文館）、

後続雑誌 『少年倶楽部』 （大日本雄弁会講談社）を

凌い で 少年雑 誌堺 の 頂点に輝 い て い た。実際、『日

本少年』では、1912年 1月号を 12 万部発行 し、

少年雑誌界における最高発行部数記録を更新した

と豪語して い る。そ の後、記録は次々 と更新され、

1912年 1 月号は 15 万部、19工3 年 1月号は 25 万

部、1919 年 1 月号は 35 万部を発行する こ と とな

る。 したが っ て 、1910年代とそこ に 至 る 1906〜

09 年を分析す るこ とで、投稿欄充実を打ち出 して

人気を得た 『日本少年』と、それ を支えた投稿少

年たち の 文芸へ の 思い を汲み取る こ とができると

考えられ る。 また同時代の 『少女の 友』と比較す

るこ とで、少年 と少女における文芸 へ の意味づ け

の違い を明らか にするこ とがで きる。

3．投稿熱と剽窃

　1919 年まで の 『日本少年』『少女の 友』で は、

文 芸作品が掲載され る こ とが非常に名誉なこ と

で あると考え られて い た。

　文芸作品の 選を し、手本となる 自作の散文 ・韻

文 を掲載する編集者は 、「先生 」 と して 読者の 尊

敬 を集めて い た。 編集者は編集者で ある と同時に 、

雅号を持っ 作家で もあっ た。またか つ て の投稿少

年でもあっ た 。

　 しか し、投稿作品の 掲載が名誉で あるか らこそ、

他の作品を剽窃する者が跡を絶たなかっ た 。 投稿

欄では毎号の ように編集者が苦言を呈し て い る。

読者の ほうで も他者の剽窃を報告するとともに、

厳 しく批判 して い る。

記者も最う決する処があるの です。既に今回も

聡明なる誌友諸君か ら通告された剽窃者が十七名

ありま した。其十 七名は只だ記者の ノ
ートに記 し

た の み で、誌上 に は わざと名を掲げません。名を

掲げな い の は記者が 汚れたる少年 に対 して まだ幾

分の同情を持つ て居るか らです。併し、
一
度記者

の ノ
ー

トに記 され た者 の 投書は、賭 か ら正直な

弁解若しくは 立派な懺晦の ない以上、今後永久本

誌上 に掲載せ ぬ こ とに致 しま した 。 （『日本少年』

1907年 3 ∫］
．
号）

4 ．「少年／少女らしさ」 を表現するこ と

　編集者は、剽窃を憎むとともに、定型を学び定

型を操るとい うこれまで の作文の あり方を見直し、

少年少 女が 自分の言葉を用 い て 自分の 考えを表現

するこ とが大切で あると考えて い た。その よ うに

徹底 して 「自分ら し さ」、すなわち編集者にとっ て

の 「少年／少女 らし さ」 を表現すれ ば、他者の作

品を模倣する こ とがなくなるた め、剽窃が根絶で

きると考えて い た。

　作文も和歌も俳句も総て 、 自分の 眼で見 、 自分

の頭で考へ た物でなければい けませ ん。嘘を書 く

事と、他人 の 作を盗む事とは、日本少年たるもの S

一210 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

最も恥辱とす べ き事で 、 記者は 、 世 の 中に こ れ程

嫌ひ な事があ りません。（「投稿注意」 『日本少年』

1906年 2．月号）

　そもそも作文投稿雑誌 『穎才新誌』で は定型文

を学び定型文を操るこ とが基本として考えられて

い た。文体にお い て も漢文訓読体が作品の ほ とん

どを占めて い た 。 しか し 『日本少年』『少女の 友』

で はその よ うな文芸のありかた を否定する。投稿

作文を見る と、半数は文語体で あるが、残 りの 半

数は 口 語体で ある。とくに漢詩文を学ぶ機会が少

なか っ た 『少女 の 友」 の 読者たちは積極的に 口語

体を用い て作文 を投稿して い る。編集者におい て

も韻文以外に文語体を用い る こ とはなく、 なるべ

く平易な言葉で記事を書くよ うに努めて い る。

5 ．少年詩の 人気

　ところが、1910年に入ると 『日本少年』に変化

が訪れ る。 同年 5月に有本芳水が実業之 日本社に

入社し、1912年 1 月に編集長 （主筆の補佐）、同

年 12月に主筆になると、編集者が文語体 の 散文 ・

韻文を掲載するようになる。また読者投稿欄にお

い て もそれを模倣するもの が増加する。

　それまで実業之 日本社 の 編集者の ほとん どが

早稲 田大学英文科の 卒業生 で あ っ た。そ の
一
人で

ある岩下小葉が 「学校時代か ら日本 の 小ア ン ダー

セ ン とい はれて ゐた 」 （滝沢素水 「ダン ワ クラブ

小葉君 を紹介す 」 『日本少年』1910年 6月号） と

紹介され て い る こ と か ら推測で きる よ うに、西欧

の 児童文学に影響を受けて い る編集者が ほ と ん ど

で あっ た。しか し有本芳水はただ
一
人 「早稲田大

学国語漢文科出の秀才で、芳水 の 二字は、久 しく

日本の 新詩壇に重きをなして ゐる」（滝沢素水 「ダ

ン ワ クラブ 芳水君を紹介す」 『日本少年』 1910

年 5月号）と紹介された。芳水は国語漢文科で 学

び、新体詩、すなわち文語定型詩 の 名手 として知

られて い た。また熱心な詩歌 の 投稿少年で もあっ

た。

　芳水が 『日本少年』に新体詩を掲載すると、た

ちまちの うちに通信欄の ほ とんどが芳水の新体詩

に心酔する投書で埋 め尽 くされた。そ し て通信

欄 ・文芸欄に は芳水の作品を樹 放する作文が大量

に掲載され るよ うになっ た
。

　芳水の作品に おける最大の特徴は 「悲哀」 で あ

る。た とえば芳水の 少年小説は本入 によっ て 「悲

哀小説1 と名づ けられ て い る。こ の よ うな 「悲哀」

を込めた作品が掲載されるとともに 、 読者の 手 に

よっ て模倣され、掲載されるようになっ た。

　身に沁 むや うな草の 香 の 漂 うて ゐる さみ ど り

の木かげに私は身を投げて芳水詩集を読みま した。

春 の 日影は木の 間を洩れて美 しう私の 頬に動きま

す。赤い煉瓦の ス クール の裏の小山の森で は小鳥

が春を惜 しん で かキツ キ啼きました 。 （略）ただわ

けもなく湧きい でた熱い涙が、表紙絵にホ ロ ホ ロ

とこぼれ ました。（『日本少年』1915年 6月号）

　こ の ような芳水の 新体詩は 「少年詩」 とい われ、

そ の 人気によっ て 『H本少陣 』は部数を拡大して

い っ た の で あ っ た。

6 ．「悲哀」をめぐっ て

　しか し、 第
一

次世界大戦が開始され るとともに 、

「悲哀」 が 「少年らし」 くない として 、通信欄で

否定 され る ように な っ た。芳水 自身、「悲哀」は少

年に似つ かわし くない と して 、批判する よ うにな

る。

投書の秘訣もさ うです。少年 らしくの
一
語に尽

きます。 （略）和歌な どでは こ とに大人 の 真似が多

い の で 困ります。少年にもい ろい ろ悲しい 事はあ

りませ う。 然し少年時代と云ふ もの は、悲 しい 事

も左程 自覚 して悲しい とは思はない もの です。然

るに涙 と悲哀と頽廃的気分を賛美する歌の 多い の

は実に意外であります。

　少年には大人の許 されない 霊感があ ります、 宇

宙の神秘は却つ て純な少年によつ て直覚 されるも

の です。決 して 大入の 真似をする に は 及びません 。

若 し少年の仮面を被 り、賞品を 目的に、投書をす

る様な人があつ たらば我日本少年の 文壇 を冒涜す

るもの として極力排斥せねばなりませ ん。（「談話

倶楽部」 『日本少年』1918年 4 月号）

　1919 年 8 月号を最後に芳水は 『実業之 日本』

の 編集局に異動にな り、代わりに主筆 となっ た渋

沢青花は、「悲哀」の 込 められた通信を
一
切 載せる

こ とがなか っ た。

7。おわ りに

　1906〜1919年の 『日本少年』『少女の友』にお

い て は、文芸作品が少年少女雑誌に掲載され るこ

とがた い へ んな名誉で あ っ た。し か し、少年にお

い て は文芸作品の テ
ー

マ ／文体と 「少年 らしさ」

の
一

致 ・
不
一

致が常に議論されて い っ た。それに

よっ て、文芸そ の もの と 「少年らしさ」の接合が、

時代が下が る に つ れ て揺 さぶ られ て い っ た。
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